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 このプロジェクトは，グローバル社会を主体的に生きる上で必要な国際感覚を養いつつ，教育地域創

生に関する課題を同時に解決するために，小・中学校「社会」ならびに高等学校「地理歴史」，そして

「総合的な学習の時間」の授業で実践できるような，自分たちの住む地域の歴史をグローバルな文脈で

理解できる授業内容を開発・提言することを目指すものである。

 昨年度は岡山大学教育学部向けに「グローカル授業開発論」を開発，今年度にそれを新規開講した。

しかしながら，新型コロナウイルス禍の故に従来のような対面式の授業が実施できず，オンライン授業

での対応を余儀なくされた。そこで今年度は，オンライン授業ですぐにでも活用できるような，地域歴

史資料を題材とした教材を作成する。具体的には，津山藩の洋学者たちに纏わる資料を手掛かりに「チ

ョコレート」「疫病」「地域の蘭学」「樺太地図」をテーマにした教材動画の制作を通じて，地域歴史

資料の活用や地域教育の課題を踏まえた学校教育のあり方を考察するというものである。
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1，プロジェクトの概要・目的 
 このプロジェクトは，津山の洋学をテーマに地域

とグローバル社会の歴史的つながりを学習する授業

を津山洋学資料館と連携して開発，岡山大学教育学

部にてそれを実践するものである。そのねらいは，

グローバル社会を主体的に生きる上で必要な国際感

覚を養いつつ，教育地域創生に関する課題を同時に

解決するために，小・中学校「社会」や高等学校「

地理歴史」，そして「総合的な学習の時間」の授業

で実践できるような，自分たちの住む地域の歴史（

ローカル的要素）と世界史（グローバル的要素）を

関連付けたグローカルな授業内容を開発・提言する

ことにある。津山藩の洋学者が江戸時代に蘭学の興

隆において大きな役割を果たしていた点を踏まえる

と，上記2つの要素を結びつけて学習するにあたっ

て，津山の洋学は格好の題材を提示してくれよう。

このプロジェクトで（昨年度に）開発された授業

は「グローカル授業開発論」として，今年度に岡山

大学教育学部にて新規開講された。その具体的な内

容は，津山洋学資料館に保管・展示されている地域

歴史資料を見学した後，津山藩の洋学者である宇田

川玄真・榕菴が翻訳に携わった『厚生新編』に収録

されているチョコレートの記事に注目，その歴史的

背景や食文化・栄養学的要素を踏まえながらこれを

読解し，最後にこの記事に基づいて江戸時代のチョ

コレートを実際に再現することを通じて，教科横断

的な授業開発について学ぶものである。

ところが，2020 年 1 月にわが国で最初の感染が

確認された新型コロナウイルスの世界的流行の影響

で，当該授業はオンライン形式での実施（Web 会議

システムを活用したライブ配信型と，授業動画によ

るオンデマンド型の併用）を余儀なくされた。チョ

コレートの再現実習については，調理実習の模様を

受講生に自宅からライブ配信してもらい，担当教員

がオンライン上で指導助言する形で実施した。しか

しながら，津山洋学資料館を訪問して，そこに保管・

展示されている地域歴史資料を受講生に直接見学し

てもらうことはできなかった。

上記の点に加え，新型コロナウイルスの蔓延に

伴って一部の小・中学校でオンライン授業が実施さ

れたことを受けて，今年度の PBL 活動は，小・中学

校や高等学校の授業でも活用できるようなオンライ

ン教材を作成することとなった。具体的には，昨年

度に教材開発した「チョコレート」に加え，津山藩

の洋学者たちに纏わる資料を手掛かりに「疫病」「地

域の蘭学」「樺太地図」をテーマにした教材動画を

それぞれ制作する。

動画の制作にあたっては，次節に見られるような

問題点に鑑み，①動画そのものについては小学生（高

学年）が視聴して理解できるようなものにすること，



②教材動画だけで生徒の学びが完結せず，教員の解

説や資料館の訪問・見学を必要とするような動画に

すること，③小・中学校ならびに高等学校での授業

で活用できるよう，それぞれに合わせた「解説書」

を動画とセットで作成すること，これら 3 点に留意

している。制作した動画は，岡山大学と津山洋学資

料館のホームページ上にて公開する。

2，オンライン教材をめぐる問題点 
オンライン教材を使用するには，ICT 機器を学校

の教室で使用できる環境が整備されている必要があ

る。では，その整備状況はどうなっているだろうか。

全国の公立学校 (小学校，中学校，義務教育学校，

高等学校，中等教育学校及び特別支援学校) を対象

とした文部科学省による「令和元年度学校における

教育の情報化の実態等に関する調査結果(概要)」に

よると，令和2年3月1日の時点で教育用コンピュー

タ 1 台あたりの児童生徒数が 4.9 人，普通教室の校

内 LAN 整備率が 91.4% (普通教室の無線 LAN 整備

率が 48.9%)，インターネット接続率を見ると 30
Mbps が 96.6% (100Mbps では 79.2%)，普通教室の

大型提示装置(電子黒板やプロジェクタ等) の整備

率が 60%となっている。過去のデータと比較すると，

いずれも改善・促進傾向が見られ，各教室でインター

ネットを活用した授業が行えるようになりつつある

と言える。但し，コンピュータ 1 台当たりの児童生

徒数と，普通教室の大型提示装置の整備率を見ると，

もう少し機材面での環境整備が必要であろう(文部

科学省 2020)。 
次に，同調査で判明した「教員の ICT 活用指導力」

に注目したい。それによると，「授業に ICT を活用

して指導する能力」の平均値は 69.8% (前年度は

69.7%)とあり，そのうち「グループで話し合って考

えをまとめたり，協働してレポート・資料・作品な

どを制作したりするなどの学習の際に，コンピュー

タやソフトウェアなどを効果的に活用させる」点に

ついては 62.1% (前年度は 62.4%)と最も低いのだが，

「児童生徒の興味・関心を高めたり，課題を明確に

つかませたり，学習内容を的確にまとめさせたりす

るために，コンピュータや提示装置などを活用して

資料などを効果的に提示する」部分については

82.6％(前年度は 81.6％)とある(文部科学省 2019；
文部科学省 2020)。ここから，ICT 機器を交えて児

童・生徒にグループ活動させる授業は教員にとって

難しいかもしれないが，児童・生徒にオンライン上

の資料や動画を見せながら授業を行うことは既に実

践できる／されている状況にあると言えよう。

しかしながら，いざ授業でオンライン教材を使う

と言っても，様々な問題があることが指摘されてい

る。文部科学省による「2020 年代に向けた教育の情

報化に関する懇談会」(最終まとめ) によると，授業

面では「各教科等の学びにどのように ICT を活用す

れば学びが深まるのか，どのように授業での ICT 活

用を進めていくべきかが不明確であり，学習指導要

領との関係も不明確である」，「ICT を活用した授

業で有効に活用できる質の高い教材 (コンテンツ・

アプリケーション) が不足している。さらに，各教

科等の学びが深まる教材 (コンテンツ・アプリケー

ション) の検討が十分でない。また，教員・学校間

での教材等の共有・活用については，一部の都道府

県や市町村での取組にとどまっている」ことが指摘

されている(2020 年代に向けた教育の情報化に関す

る懇談会 2016)。この点をめぐっては，博物館や公

共図書館が提供するようなデジタルアーカイブの教

育への利用が提唱されているが，デジタルアーカイ

ブが日本ではあまり進んでいないことに加え (川西 
2015)，学習内容とコンテンツを関連付けるための

体系的な方法が確立されていない (小森 2019)。そ

のため，教員がデジタルアーカイブにあるコンテン

ツを授業目的で使用するのは困難と言わざるを得な

い。また，社会科授業でのデジタルコンテンツ活用

については，教科書や資料集を補充するものであり，

従来の教科書や資料集に基づく授業の延長でしかな

く，補助資料としての域を出ていないとの指摘があ

る(園谷他 2003)。近年取り沙汰されているデジタル

教科書をめぐっては，中学校社会のそれを分析する

と教科書の写真やグラフ等が拡大表示される「拡大

資料」が中心に構成されているため，比較や関連付

けの際には「デジタル教材」の必要性が指摘されて

いる (五十嵐 2019)。 

3，オンライン教材を制作する意義 
 以上のような課題を受けて，このプロジェクトで

制作される教材動画は，授業で活用できるよう教科

書や学習指導要領と連動したつくりにするとともに，

教科書や資料集の補助資料としてではなく，地域資

料から教科書や資料集の内容をむしろ捉え直すこと

ができるようなものにすることが目指されている。

但し，前者については教材動画だけでは不十分なの

で，それを補うべく教科書や学習指導要領と連動し

た「解説書」を別途用意することにした。

このプロジェクトの意義は，わが国が推進する教

育の情報化に資し，地域歴史資料を用いた，少しで

も質の高い教育が施されることに少しでも貢献でき

る点にあるだろう。



4，制作した教材動画の特徴 
（1）「津山の洋学者とチョコレートのつながり」 
チョコレートは我々の身近な食品であり，わが国

の食文化を見ていく上でもはや欠かせないものと

なっている。その歴史を紐解くと，ヨーロッパ諸国

によるプランテーション経営と大西洋三角貿易を経

てヨーロッパに広まり，日本にはオランダを通じて

江戸時代後期にもたらされた (但し，チョコレート

が一般に販売されたのは明治時代，カカオ豆から

チョコレートを一貫製造して広く社会に普及するの

は大正時代になってからのことである)。チョコレー

トは，自分の身近なものを通じてグローバルなつな

がりを学習でき，原料となるカカオ生産者を取り巻

く貧困やフェア・トレードという今日的課題を生徒

に考えさせる上でも非常に効果的な教材と言えよう。 
教材動画では，オランダ語書籍の翻訳を通じて，

津山の洋学者とチョコレートの邂逅を紹介する。そ

の特徴は次の通りである。

・ 教材動画で使用する史料は『厚生新編』(静岡県

立中央図書館所蔵)である。これはフランスのノ

エル・ショメルが著した『日用百科事典』のオラ

ンダ語訳本から実用的な項目を選択して，江戸

幕府の蛮書和解御用（馬場貞由，大槻玄沢，宇田

川玄真・榕菴ら）によって，文化 8～弘化 3 (1811
～46) 年頃にかけて翻訳されたものである。動

画では原料の箇所を実際に読み解き，当時チョ

コレートが薬として認識されていたことを確認

する。その際，該当箇所の翻訳を担当した宇田

川玄真の肖像画(武田科学振興財団杏雨書屋所

蔵) も併せて使用する。

・ 『厚生新編』の記述に可能な限り従ってチョコ

レートを再現する過程も動画に収めている。

（2）「コレラと蘭学」 
2020 年に新型コロナウイルスが世界中に蔓延し，

日本でも多くの感染者がでている。このような疫病

と人類の戦いは，何もこれが初めてのことではない。

幕末にコレラという疫病が日本にもやってきて大流

行し，多くの人々を苦しめた。このとき日本では，

オランダを通じて日本にもたらされた西洋の学術・

文化・技術を研究する蘭学者もコレラと闘っていた。

こうした歴史は教科書や学習指導要領では必ずしも

明確に位置づけられていないため，このテーマを蘭

学と関連付けて教材にすることは，感染症に対する

我々の日常を振り返る上でも効果的であろう。

・ 教材動画で見ていく史料は次の通りである。1つ
目は，宇田川榕菴が翻訳した『古列亜没爾爸斯

説』(武田科学振興財団杏雨書屋所蔵) である。

これは 1822 年(文政 5 年)，コレラが初めて日本

に流行したときに，急遽翻訳出版されたもので

あり，榕菴の肖像画(武田科学振興財団杏雨書屋

所蔵) を示しながら，その内容について見てい

く。2つ目は，緒方洪庵が翻訳した『虎狼痢治準』

(津山洋学資料館所蔵)である。これは 1858 年(安
政5年)，コレラが再び日本で大流行したときに，

洪庵がオランダ医師カンスタット等の著作から

コレラ治療に関する部分を急遽翻訳出版したも

のである。この動画では，これらの史料から当

時の日本でのコレラ対策について考察する。

・ この動画では，蘭学者が学んだ西洋医学の知識

が，当時どのように実践されたのかについて確

認する。

（3）「蘭学の普及と地方での実践」 
「蘭学」は小学校社会・中学校歴史・高等学校日

本史で必ず学習するテーマである。だが，その具体

的な内容を見ると決まって杉田玄白らのオランダ語

書物の翻訳活動のみ紹介されがちであり，それ以外

で活躍した蘭学者，特に蘭学を修めて帰郷し，医療

活動に従事した者については触れられていない。後

者のことを「在村蘭方医」といい，彼らは地元の医

業や教育に貢献，特に感染病の一つであった天然痘

を予防する種痘普及に尽力している。これは地域に

おける蘭学の普及と実践を考える上で不可欠な存在

である。そのような彼らに注目した教材を制作する

ことは，教科書で学習する史実を自分の身近な地域

の事例に置き換えることでその学びを深め，地域の

歴史に関心を持たせる上でも非常に効果的であると

言えよう。 

教材動画では，在村蘭方医による種痘普及活動を

事例に，地域での蘭学の普及と実践について紹介す

る。その特徴は次の通りである。

・ 教材動画で使用する史料は「杉田玄白肖像」(早
稲田大学図書館所蔵)，『解体新書』「仁木永祐

肖像画」「原村元貞肖像画」『種痘啓蒙引札』(
津山洋学資料館所蔵)である。『種痘啓蒙引札』

は1850年(嘉永3年)に津山藩医野上玄博が出し

たもので，津山に牛痘苗が伝わり，種痘が行わ

れることになった際，その効果や安全性，接種

を呼びかけるためのチラシである。動画では，

このチラシを実際に読み解く。

・ 津山の在村蘭方医の具体例として，ここでは仁

木永祐と原村元貞の2名を紹介し，上記の活動に

も携わっていたことを説明する。

（4）「津山に伝わる樺太地図」 



間宮林蔵は樺太を探検し，唯一世界地図に名前を

残した日本人である。ロシアの動きを警戒した幕府

は 1808 年(文化 5 年)に樺太を探検するよう彼に命

じた。その翌年に彼は樺太を探検し，そこが半島で

はなく島であることを確認した。その結果，樺太と

ユーラシア大陸に挟まれたところが「間宮海峡」と

名付けられたのである。この時期に作成された樺太

の地図をテーマとすることは，歴史地図をどのよう

に見るかということに加え，幕末の国際関係を理解

させる上でも効果的である。

・ 教材動画で使用する史料は「宇田川榕菴蔵張込

帖」(津山洋学資料館所蔵)である。これは宇田川

榕菴のスクラップブックと呼べるものであり，

その中に樺太の地図が 1 つ収められている。張

込帖に収まりきらなかったためか，その地図は

2 つに切断されて収められている。先述した榕

菴の肖像画に加え，稚内市のキャラクターデザ

イン「りんぞうくん」も使用する。

・ 教材動画では「宇田川榕菴蔵張込帖所載カラフ

ト図」を実際に見せ，現在の樺太の地図と比較

しながらその特徴について考えてもらえるよう

な構成にしている。この動画は単に地域歴史資

料を見るだけではなく，実際に見た人に作業し

てもらうという点で特徴的であると言えよう。

5，まとめと展望 
この PBL では，オンライン教材をめぐる課題を

意識しながら，地域歴史資料を活用した教材動画を

作成した。果たして実際に授業で活用したらどのよ

うな成果と課題が得られるだろうか。今後は，実践

と検証に努め，教材の改善に努めていきたい。
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